
（第三種郵便物認可）２０２１年１２月５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

日
時　

12
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

講
師　

 

石
原
修
氏
（
大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
歯

科
口
腔
外
科
、
主
任
部
長
）

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

定
員　

60
人
（
会
場
）
＋
１
０
０
人
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

※
お
申
し
込
み
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
行
事
予
定
」
か
ら

お
願
い
し
ま
す

大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

当
科
に
お
け
る
口
腔
外
科
診
療
に
つ
い
て
〜
コ
ロ
ナ

対
応
も
含
む

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】

菅
江
慶
二
先
生
（
淀
川
区
）

診
断
、治
療
方
針
、器
材
選
択
が
鍵

女性歯科医師の会

スマホ、タブレットで
イラスト作成に挑戦　

壁乗り越え歯科でPCR

大
阪
市
東
部
地
区

・
同 

北 

部 

地 

区 

月
星
氏
が
根
管
治
療
を
解
説

無料相談

税
務　

12
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

12
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

２
月
７
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

12
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

講
師　

 

安
田
恵
理
子
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
衛
生
学
講
座

講
師
）

会
場　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室
３

会
費　

 

無
料
（『
修
了
証
』
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
１
千
円

で
発
行
し
ま
す
。
※
会
員
に
限
る
）

定
員　

40
人
（
会
場
）
／
１
０
０
人
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

参
考　

テ
キ
ス
ト
『
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対
策
』

歯
科
診
療
に
お
け
る
院
内
感
染
対
策
に
つ
い
て

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】

歯
初
診
注
１
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

日
時　

12
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

 

佐
藤
裕
二
氏
（
昭
和
大
学
歯
学
部
高
齢
者
歯
科
学
講

座
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

美
し
い
義
歯
調
整
―
簡
単
で
効
率
的
な
コ
ツ
―

12
月
度
生
涯
研
修
【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】

日
時　

 

２
０
２
２
年
２
月
６
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
他
敷
地
内
３
会
場　

講
師　

 

大
西
祐
一
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
口
腔
外
科
学
第
二
講

座
准
教
授
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

１
０
０
人

※
遅
刻
・
途
中
退
出
さ
れ
た
場
合
は
修
了
証
を
発
行
で
き
ま

せ
ん
。

歯
初
診
・
外
来
環
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

会
員
本
人
限
定

　

「
歯
科
医
院
で
導
入
し
た

の
は
全
国
初
だ
と
思
い
ま
す

よ
」
。
真
新
し
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
器
を
前
に
目
を
細
め

た
。
診
療
所
の
個
室
を
検
査

室
に
変
え
、
２
０
２
１
年
８

月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

症
検
査
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

き
っ
か
け
は
厚
労
省
が
昨

年
３
月
に
出
し
た
通
知
を
見

つ
け
た
こ
と
だ
っ
た
。
日
本

の
脆
弱
な
検
査
体
制
に
「
何

　

大
阪
市
東
部
・
同
北
部
地

区
は
11
月
20
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ

ー
ル
で
「
一
本
の
歯
を
守
る

た
め
の
根
管
治
療
―
こ
こ
で

差
が
出
る
根
管
治
療
」
を
テ

ー
マ
に
臨
床
講
習
会
を
開
い

た
。
月
星
太
介
氏
（
愛
知
県

開
業
、
大
阪
大
学
歯
学
部
咀

嚼
補
綴
招
聘
教
員
）
を
講
師

に
会
員
ら
67
人
が
参
加
し

た
。

　

月
星
氏
は
、
根
管
治
療
は

避
け
て
通
れ
な
い
高
頻
度
治

療
で
あ
る
と
し
て
、
根
管
治

療
に
関
す
る
国
内
外
の
最
新

の
知
見
を
紹
介
。
根
管
治
療

で
は
、「
診
断
力
、
治
療
方

針
、
器
具
・
材
料
の
選
択
が

治
療
を
成
功
に
導
く
重
要
な

」
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
治
療
器
具
に

つ
い
て
、
根
管
治
療
の
分
野

に
お
け
る
こ
こ
20
年
の
進
歩

は
目
覚
ま
し
い
と
指
摘
。
Ｃ

Ｂ
Ｃ
Ｔ
や
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー

プ
、
ニ
ッ
ケ
ル
チ
タ
ン
フ
ァ

イ
ル
、
超
音
波
器
具
な
ど
を

紹
介
。
自
身
が
実
際
に
治
療

す
る
様
子
を
多
数
の
動
画
を

使
い
な
が
ら
、
治
療
プ
ロ
セ

ス
を
解
説
し
た
。

 

（
東
成
区
・
宮
本
浩
子
）

　

女
性
歯
科
医
師
の
会
は
11

月
20
日
、
保
険
医
会
館
で
画

家
の
安
芸
和
美
氏
（
安
芸
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
主
催
、

写

真
）
を
講
師
に
、
イ
ラ
ス
ト

作
成
ア
プ
リ
『
タ
ヤ
ス
イ
ス

ケ
ッ
チ
ー
ズ
』
を
使
っ
た

「
ス
マ
ホ
で
お
絵
描
き
」
を

開
き
６
人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
用
意
さ
れ
た
下

図
の
色
付
け
や
完
成
し
た
作

品
の
デ
ー
タ
保
存
・
加
工
な

ど
に
挑
戦
。
慣
れ
な
い
作
業

に
苦
労
し
な
が
ら
、
み
な
熱

心
に
取
り
組
ん
だ
。

　

既
製
品
と
は
違
い
、
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

手
軽
に
作
る
こ
と
の
で
き
る

楽
し
さ
が
あ
っ
た
。
安
芸
氏

は
「
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
描

い
て
い
く
と
上
達
し
ま
す
」

と
指
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し

さ
を
語
っ
た
。

　

同
じ
下
図
で
も
色
合
い
に

よ
っ
て
印
象
が
変
わ
る
こ
と

が
脳
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も

大
変
よ
い
。
診
療
の
場
面
で

も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
さ
っ
と

絵
を
描
き
こ
み
治
療
の
説
明

を
す
る
な
ど
活
用
範
囲
も
広

が
る
。
Ｉ
Ｔ
と
楽
し
く
か
か

わ
る
企
画
と
な
っ
た
。

 

（
世
話
人
・
廣
西
賀
子
）

か
か
り
つ
け
医
」
の
探
し
方

▽
私
も
受
け
た
い
最
新
治
療

▽
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
の
驚

き
の
治
療
法
―
な
ど
歯
と
眼

の
ト
ラ
ブ
ル
と
解
決
策
を
特

集
。「『
極
上
か
か
り
つ
け
歯

科
医
』
の
探
し
方
６
カ
条
」

と
し
て
、「
根
管
治
療
マ
イ

ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
っ
て
い

る
か
」
を
条
件
の
一
つ
と
し

て
い
る
。
コ
ラ
ム
で
は
、
金

パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
等
も

紹
介
し
、
経
営
安
定
の
た
め

診
療
報
酬
見
直
し
の
必
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
。

げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
か
ら
」
と
気
を
引

き
締
め
る
。

　

自
費
の
た
め
患
者
か
ら
の

依
頼
は
少
数
だ
が
、
先
日
は

濃
厚
接
触
に
な
っ
た
知
人
の

歯
科
医
と
ス
タ
ッ
フ
を
検
査

し
た
。「
す
ぐ
に
陰
性
が
出

て
、『
こ
れ
で
安
心
し
て
診

療
で
き
る
』
と
喜
ば
れ
ま
し

た
。
導
入
し
て
良
か
っ
た
と

実
感
し
た
瞬
間
で
す
ね
」
と

ほ
ほ
笑
む
。
幼
稚
園
の
歯
科

健
診
の
際
に
は
自
分
自
身
を

検
査
し
、
陰
性
証
明
を
持
参

し
た
と
い
う
。

　

「
気
軽
に
検
査
が
受
け
ら

れ
れ
ば
、
不
安
な
く
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
な
る
。
診
療

所
を
起
点
に
安
全
圏
の
バ
ブ

ル
を
つ
く
る
イ
メ
ー
ジ
か

な
。
そ
ん
な
風
に
活
用
し
て

も
ら
い
、
コ
ロ
ナ
を
抑
え
込

む
一
助
に
な
れ
ば
」

『
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』

12
月
３
日
号

　

ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
『
Ｐ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
』（
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
）
は
、
「
歯
と
眼
の

大
問
題　

一
挙
解
決
ノ
ー

ト
」
を
テ
ー
マ
に
▽
「
極
上

防
止
を
徹
底
す
る
た
め
診
療

時
間
外
に
一
人
ず
つ
実
施
。

唾
液
を
採
取
し
、
検
査
機
に

か
け
る
。
１
時
間
ほ
ど
で
結

果
が
分
か
る
。「
検
体
が
汚

染
さ
れ
る
コ
ン
タ
ミ
が
怖
い

の
で
、
厳
格
に
管
理
し
て
や

っ
て
い
ま
す
。
ミ
ス
が
起
こ

れ
ば
歯
科
全
体
の
評
価
を
下

時
検
査
所
と
し
て
登
録
が
認

め
ら
れ
た
。

　

思
い
立
っ
て
か
ら
運
用
開

始
ま
で
約
５
カ
月
。
こ
れ
ま

で
の
道
の
り
を
趣
味
の
登
山

と
重
ね
る
。「
登
り
始
め
た

以
上
は
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
。

山
は
自
分
の
責
任
で
判
断

し
、
リ
ス
ク
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
つ
ひ
と

つ
難
所
を
乗
り

越
え
て
き
た
経

験
が
活
き
た
の

か
な
」

診
療
所

診
療
所

起
点
に

起
点
に

　

機
器
代
は
全

額
、
国
の
補
助

金
の
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で

き
た
。

検
査

は
、
院
内
感
染

と
か
で
き
な
い
か
」
と
悶
々

と
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。
通

知
の
表
題
は
「
衛
生
検
査
所

を
臨
時
的
に
開
設
す
る
場
合

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
。
検

査
体
制
の
確
保
へ
規
制
緩
和

す
る
内
容
に
、「
こ
れ
な
ら

可
能
だ
」
と
目
の
前
が
開
け

た
。山

登
り
の
経
験

山
登
り
の
経
験

　

持
ち
前
の
行
動
力
で
す
ぐ

に
機
器
メ
ー
カ
ー
に
連
絡
。

営
業
担
当
者
は
「
歯
科
は
無

理
で
す
ね
」
と
話
し
た
が
、

通
知
を
説
明
し
、
納
品
を
確

約
さ
せ
た
。
壁
に
な
っ
た
の

は
行
政
の
認
可
だ
。
大
阪
市

が
難
色
を
示
し
た
。

　

保
健
所
に
診
療
所
の
構
造

変
更
届
を
出
し
た
と
こ
ろ
ま

で
は
良
か
っ
た
が
、「
陽
性

者
が
出
た
時
は
ど
う
す
る
の

か
」
と
詰
め
ら
れ
た
。「
近

隣
の
病
院
や
診
療
所
に
連
携

の
協
力
を
得
て
い
ま
し
た

が
、
市
か
ら
は
『
連
携
の
覚

書
を
提
出
す
る
よ
う
に
』
と

言
わ
れ
て
困
り
ま
し
た
」

　

四
方
八
方
に
手
を
尽
く
す

な
か
、
た
ど
り
着
い
た
の
は

救
急
の
往
診
を
担
う
会
社

「
フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
」
だ

っ
た
。
代
表
者
に
直
談
判

し
、
連
携
の
業
務
委
託
契
約

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
や
っ
と
の

思
い
で
書
類
を
提
出
し
、
臨

根管治療について解説を
する月星氏＝11月20日、
Ｍ＆Ｄホール　　　　　

導入したＰＣＲ検査機器・検査キット（右）と、
検査実施を案内する院内掲示（左）　　　　　　

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ


